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さ
い
。

加太　

　杉山　 蒼  太 ちゃん（５カ月）
そう た

かわいい笑顔にみんなメロメロ。

元気に育ってね。

宛先

若松町　

　岡村　 優  李 ちゃん（５カ月）
ゆう り

たくましく、優しい子に育ってくれ

るよう願いを込めて…

錦織中　

　野田　 昇 
しょう

 馬 ちゃん（５カ月）
ま

うつ伏せができるようになりまし

た。これからもすくすく育ってね

100歳
おめでとうございます！

　６月２８日、１００歳の誕生日を迎えら
れた大野　春江さんを訪問しまし
た。歌を歌うことが好きで、ご家族
とも一緒に歌われるそうです。

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、

兄弟・姉妹と一緒に写っている写真でも可）

は、写真の裏に、名前（ふりがな）と撮影時

の年齢（月齢）を記入し、メッセージ（20字

程度）を添えて、封書で左記の宛先まで応募

してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。
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ひとりひとりの優しさが、大きな力になります

　「認知症になっても安心して暮らせるまちづくり」を

実現するためには、大人から子どもまで幅広い世代の

人たちの認知症への理解が必要です。本市では、小・

中学生を対象に、認知症のことや認知症の人の気持ち

などを知ってもらうための活動をしています。

■小・中学生対象の認知症サポーター養成講座

　認知症の人の応援者である「認知症サポーター」の

養成講座を小・中学校などに協力をいただいて、授業

や放課後子ども教室の中で実施し、児童や生徒の皆さ

んに「認知症サポーター」になっていただいています。

　講座では、認知症の人に限らず「相手の気持ちを考

え、優しい気持ちで…」ということを大切にしながら、

ペープサート（紙人形劇）や紙芝居、クイズ、中学生

ではグループでの話し合いなども織り交ぜて、認知症

のことや認知症の人の気持ち、認知症の人との接し方

などの理解を深めてもらっています。

　講座を受講した小学生からは、「もし、一緒に生活し

ているおばあちゃんが認知症になっても今まで通り接

していきたいと思います」「認知症は周りの人がサポー

トすれば、みんなと同じように暮らせることも知りま

した」「認知症になっても、優しく接したら、いつもの

毎日に戻るんだなと思いました」などの感想をいただ

いています。地域の子ども会活動などにも出張し、講

座を開催しますので、希望される人は高齢介護課まで

お問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　高齢介護課（内線１９６）

自分たちのまちのために、自分ができることから！

　「元気なまちづくりモデル事業」が動き始めました。

　同モデル事業が募集する事業は、町会（自治会）の

枠を越えたより広い地域の住民が連携して、地域課題

の解決や地域の活性化を図ったり、地域住民の絆を深

めたりするために自主的に実施する市民提案型事業

で、同モデル事業として採択されると３カ年度にわた

り補助金が交付されます。同モデル事業には、町会

（自治会）などの地縁団体だけでなく、地域のＮＰＯや

公益法人、学校など、さまざまな立場の人が地域のた

めにできることをしようと参加しています。

　今回の募集には、７つの団体から事業計画の応募が

あり、審査の結果、５つの事業計画が採択されました。

事業計画が採択された団体は、計画に沿って、地域課

題の解決や地域の活性化などの目標に向けて、事業を

実施していくことになります。

　一方、採択されなかった事業計画については残念な

結果となってしまいましたが、事業計画作成に際して、

個々で活動していた町会（自治会）や団体が地域の活

性化に向けて試行錯誤したことや、話し合いの場を設

けて交流したことは、とても貴重な経験になっていま

す。

　この交流を通じて、それぞれの団体が運営方法の違

いや共通する課題など多くのことを感じ、互いに理解

されたのではないでしょうか。そして、共通する課題

の解決に向け、町会（自治会）や団体の特性を生かし

て相乗効果が望める事業を立案し展開していく地域も

あるのではないかと思います。

◆まちづくりは、与えられるものから自分たちが積極

的に参加して創るものへ

　「自分の暮らす地域が高齢者ばかりになった」「子ど

もがどんどん減った」「隣近所に誰が住んでいるのか分

からない」「この地域がどうなっていくのか不安を感じ

る」など地域に 閉 
へい

 塞 感を感じることもありますが、誰
そく

かにやってもらうというお客さま的な立ち位置ではな

く、どんなことでも自分たちのまちのためにできるこ

とから参加してみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　市民協働課（内線４７３）

■認知症の普及啓発を目的として、「第２回感想文を書こ

う！ＭＥＥＴ★富田林コンクール」を開催します

課題図書　認知症に関係のある図書

対象者　市内在住・在学の小・中学生（小学１

～３年生・小学４～６年生、中学生の３部門）

募集感想文　図書名、感想文の題名、学年、氏

名を記入し、４００字詰め原稿用紙２枚以内　※応募は１人

１作品とし、未発表（自作）のものに限ります。

表彰　１１月１４日、すばるホールで開催する認知症市民

フォーラムにおいて表彰予定（受賞者のみ連絡）

応募方法　高齢介護課に備え付けの応募票を同封し、１０

月２０日（必着）までに５８４-８５１１常盤町１の１　市役

所高齢介護課へ郵送、または持参

１５


